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研究成果の概要（和文）：テキスト分析の結果、世界主要都市の年次報告書の読みやすさのレベルは、平均して
大学3年生程度の難易度であることが明らかになった。この結果は、企業会計の先行研究の結果よりも低い数値
であり、それは読みやすいということを意味する。また、キャンベラとアデレードは、企業会計のリーダビリテ
ィに関する先行研究の結果に近いということがわかった。これらの都市の年次報告書は、企業の年次報告書を読
み慣れた利害関係者にとって、公会計情報の読みやすさのベンチマークとなる。
また、オンライン実験に関する基礎研究の結果、会計学分野においてもクラウドソーシングを用いたオンライン
実験を遂行することが可能であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The results of the textual analysis revealed that, on average, the level of 
readability of annual reports in the world's major cities is about the difficulty level of a 
third-year college student. This result is lower than the results of previous studies on corporate 
accounting, which means that they are easy to read. Canberra and Adelaide were also found to be 
closer to the results of previous studies on corporate accounting readability. The annual reports of
 these cities provide a benchmark for the readability of public sector accounting information for 
stakeholders accustomed to reading corporate annual reports.
The results of the basic research on online experiments also suggest that it is possible to carry 
out online experiments using crowdsourcing in the field of accounting.

研究分野： 会計学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義は、会計学分野におけるテキスト分析及びオンライン実験の発展可能性を示したことで
ある。公会計におけるテキスト分析の研究の蓄積は少なく、オンライン実験については会計学全体でも研究成果
が少数に留まっていることから、本研究成果には一定の学術的意義があると考えられる。
また、本研究成果の社会的意義は、公会計情報の読みやすさを定量化して分析したことによって、世界的にはど
の程度の読みやすさで情報が開示されているのかということを示したことである。非財務情報の開示が注目され
ている社会的背景を踏まえると、一定の社会的意義があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年、日本では少子高齢化などの社会問題を背景に、国や地方公共団体などの公的部門の財政
状態が注目されている。そのような社会的な状況を踏まえて、公会計の統一的な基準が導入され
るなど、大幅な制度改正がなされている。また、世界的にも公会計のオープンデータ化が推進さ
れている。たとえば米国においては、NPM (New Public Management) を背景に公共部門の経
営について議論されており、US Spending.gov が開始するなど、公会計情報のディスクロージ
ャーのあり方が大きく変わろうとしている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、オンライン実験を主軸とする計算社会科学の観点から公会計分野に適用可能な
テキスト分析及び実験研究を探求することを目的とする。企業会計の分野では、読みやすさの実
験が行なわれはじめているが、公会計の分野では世界的にも未だ実施されておらず、世界に向け
た研究の発信が期待できる。また、公会計の分野でオンライン実験を実施することによって、企
業会計の先行研究と比較することが可能となり、公会計と企業会計に固有ないし共通の人々の
行動原理も明らかにすることができる。これは、公会計と企業会計の差異や共通項を計算機の観
点から明らかにすることを意味する。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず、これらの研究の前提となる、公会計情報の開示についての実態を明らかに
する研究も実施した（廣瀬・後藤、2020；黒木・廣瀬、2020）。そして、先行研究のレビュー（サ
ーベイ）を実施した。先行研究のレビューでは、伝統的に行なわれてきたナラティブ・レビュー
に加え、テキストマイニングにもとづいた定量的なレビューを行なった。筆者は、EAA (European 
Accounting Association) および日本会計研究学会においてテキストマイニングをもちいた文
献レビューの研究成果を報告したことがあり、その手法を応用した。また、テキスト分析に向け
たリサーチデザインとフレームワークを設計し、おもに公会計の文字情報についてデータベー
スを構築した（Kuroki and Hirose）。 
 テキスト分析ではプログラミング言語 Rを使用した（廣瀬、2021）。計算言語学の分野で開発
された一般的な方法（Gries, 2009）と、そのような一般的な方法を適用した過去の会計研究で
使用されてきた方法を参考に分析を実施した（Loughran and McDonald, 2016）。 
 実験研究では、オンライン実験を実施した。当初は対面で予備実験を実施し、フィードバック
を得たうえでプログラムを改良する予定であったが、コロナ禍の影響により予備実験について
もオンラインで実施した。本実験は、Yahoo!クラウドソーシングを使用してデータを取得した。
オンライン実験は、コンテクストの有無が実験結果に及ぼす影響を分析した基礎研究（廣瀬・後
藤、2019）と応用研究（現在、データ分析及び論文執筆中）を実施した。 
 
４．研究成果 
 廣瀬・後藤（2020）は、本研究課題の前提となる公会計情報の開示についての実態を検証した
ものである。当該研究は、地方公共団体が開示している会計情報は幸福と結びついているのか、
を検証するために、各都道府県が開示している財務書類から会計指標を計算し、アンケート調査
で得られた幸福度との関連を分析した。本研究の結果は、下記の 3点である。第 1に、多くの資
産形成がなされている都道府県の住民ほど幸福度が高い。第 2 に、現世代の負担が将来世代の負
担よりも相対的に高い都道府県の住民ほど幸福度が低い。第 3に、住民一人当たり負債額が大き
い持続可能性が低い都道府県の住民ほど幸福度が低い。これらの結果は、これまで伝統的に分析
されてきた財政指標のみでは得られなかった結果である。これまで会計情報は財務情報の補足
資料として位置づけられてきたが、2017 年度から新たに全面適用となった地方公会計基準に基
づいた会計指標は主観的な幸福度と関連しており、会計情報の有用性を示した点が本研究の貢
献である。 
 廣瀬・後藤（2019）はオンライン実験に関する基礎研究である。当該研究では、クラウドソー
シングを用いたオンライン実験の会計研究への適用可能性を探求し、コンテクストの有無が公
共財ゲームの実験結果に及ぼす影響を検証した。これまで実験室実験で行われてきた公共財ゲ
ームを、クラウドソーシングを用いたオンライン実験の形式で検証を行なった結果、公共財ゲー
ムの貢献額、意思決定理由の自由記述の分量および難易度について、コンテクストの有無は実験
結果に影響は無かった。これらの結果は、コンテクストの有無は、ゲーム実験の意思決定に影響
を与えないことから、ゲーム実験を実施する実験者は、コンテクスト無しまたはコンテクスト有
りのどちらを選択しても問題が無いということを示唆している。ひいては、会計及び監査という
複雑なコンテクストを排除した中立的な用語を使用したとしても、会計学についてのクラウド
ソーシングを用いたオンライン実験を遂行することが可能であることを示唆している。 
 



 

 

図 1: 各リーダビリティ指標の測定結果 
    出典：廣瀬（2021） 

本研究課題の主要な研究成果であるテキ
スト分析の結果について図 1 にリーダビ
リティの測定結果についてのヒストグラ
ムを示す（廣瀬、2021）。分析の結果、Fog
インデックスの 36 都市の平均値は 15.4
であり、これは大学 3 年生程度の難易度
である。財務会計の先行研究である
Li(2008) では、米国の 1994年から 2004
年までの 55,719企業・年分の年次報告書
の Fog 指数は 19.39と報告されている。
さらに、Lang (2015) では、1998年から
2011 年までの世界の 85,793 社の年次報
告書の Fog指数が 19.520と報告されてい
る。すなわち、キャンベラの年次報告書
（19.66）やアデレードの年次報告書
（18.97）の難易度は、企業会計に関する
先行研究の結果に近いことがわかった。
また、Fogインデックス は他のリーダビ
リティ指標に比べてやや高く測定されて
いた。この結果は、年次報告書の単語や読みやすさに関する先行研究の知見を企業から公的組織
に拡張したものである。 
 当該研究は、公会計の文字情報という対象について、テキスト・マイニングという人工知能の
手法を適用し、世界主要都市の公会計情報の言語的特徴の実態を初めて明らかにしたという意
義がある。しかし、当該研究にはいくつかの限界がある。まず、サンプルとなる 36 都市のいず
れかが特殊なケースである可能性を排除できないことである。また、当該研究は、単年度の重要
な用語のみを分析している。したがって、今後の研究の方向性としては、より多くの都市の年次
報告書を取得し、単年度だけでなく時系列データやパネルデータを分析することが考えられる。
なお、情報技術の発展に伴い、電子政府が発達し、インターネット上に都市の財務情報がアーカ
イブ化されており、当該研究で分析した言語情報も、徐々にオンラインでアーカイブ化されつつ
ある。公会計は企業会計よりもウェブアーカイブ化が遅れているが、ようやく研究を開始できる
段階に達している。そのため、企業会計の研究と同様に、公会計における財務情報や言語情報を
総合的に分析することが可能となりつつある。また、企業会計や計算言語学の分野では、リーダ
ビリティに関する実験研究が行われており、今後、公会計の分野でも言語情報の実験研究が進展
することが期待される。 
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